
住宅の最新トレンドや、専門家に
よる正しい住宅情報をお届けす
るWebメディア。

株式会社LIFULL／LIFULL HOME'S総合研究所  副所長兼 
チーフアナリスト
出版社勤務を経て、1998年より不動産調査会社にて不動産
マーケット分析、知見提供業務を担当。不動産市況分析の専
門家としてテレビ、新聞、雑誌、ウェブサイトなどメディアへの
コメント提供、寄稿、出演多数。2014年9月より現職。

中山登志朗

住宅設備・建材アドバイザー、ライター
住宅メーカーにてインテリア設計業務に携わったのち、注文
住宅情報誌の編集者に。編集長を務め独立。住宅設備機器、
建材などを中心とした執筆およびアドバイザーとして情報発
信。二級建築士・インテリアコーディネーター。

岩間光佐子

住宅リフォームコンサルタント
リフォーム業界で数多くの現場に携わってきた経験から、事
業者向けの住宅リフォームコンサルタントや消費者向けの住
宅リフォームガイドとして、リフォームの実践的なノウハウを
提供。一級建築士、インテリアプランナー。

尾間紫

住まいと街の解説者
東京情報堂代表。街選びのプロとして首都圏のほとんどの街
を踏破。日本地理学会、日本地形学連合、東京スリバチ学会
会員。行政書士有資格者。著書に『この街に住んではいけな
い』『キレイになる部屋、ブスになる部屋』など多数。

中川寛子

編集者、ライター
出版社、広告制作会社勤務を経て、フリーランスに。住宅・
不動産業界を中心に、情報誌、Webサイトなどで編集者・ライ
ターとして活動。取材で訪れた家は1000邸以上。軽いフット
ワークで全国の取材を楽しみ、情報を発信している。

淵脇祐樹

不動産鑑定士
不動産鑑定事務所および宅地建物取引業者（株）グロープロ
フィット代表取締役。不動産鑑定士、宅地建物取引士、賃貸
不動産経営管理士、不動産コンサルティングマスター（相続
対策専門士）などの資格を持つ。

竹内英二

住宅・不動産ライター、宅地建物取引士
大学卒業後、OA機器販売や中古車情報誌の広告営業など複
数の職業を経験し、住宅・不動産ライターに転身。元サラリー
マンならではの消費者目線で、難解なことでもわかりやすく書
くのが得意。編集協力を行った書籍は50冊以上。

椎名前太

フリーエディター、ライター
福岡市出身。九州大学教育学部を卒業後、ロンドン・東京・福
岡にて、女性誌や新聞、WEB、報告書などの制作に携わる。特
にインタビューが好きで、著名人や経営者など多様な人たち
を取材。国連ハビタットのコンサルタントも務める。

佐々木恵美

住まいと暮らしのライター
古道具や古着、古民家など、“お古”に惹かれる愛知県在住ラ
イター。雑誌、Webを中心に建築やリノベーション関連ほか、ま
ちづくり、ものづくり、グルメ、音楽、著名人インタビューなど、
多ジャンルの取材・執筆を手がける。

松尾麻衣子

ゲストハウス経営、フリーライター
中日新聞社の記者として10年勤務し、2018年10月に家族で
北海道旭川市へ移住。観光・交通・まちづくり・移住が好物。
タイニーハウスで地域に溶け込み、ローカルな暮らしを感じる
「旭川公園ゲストハウス」を運営している。

松本浩司

宅地建物取引士、ライター
コピーライター歴25年超を経て、宅建業界に転身、というか
家業を継ぐ。広告で培った消費者目線で住宅不動産業界を
眺めると、そこには未開の大地があった？ 虚と実の謎解きを、
実業の隙間で発信し続けている。

小濱淳一

住宅ライター、女性ライター事務所代表／（株）アンズ
コミュニケーションズ代表取締役
東海エリアを中心に駆け回る住宅ライター。取材記事・コラム
執筆、監修、講師のほか、マンション入居者コミュニティ支援
を行う。ラジオパーソナリティ・構成作家としても活動。

野村綾乃

街・家
選
び
、

そ
の
前
に
絶
対
に

知
っ
て
お
き
た
い
話

L I F U L L  H O M E ' S  P R E S S
ライター P r o f i l e

L I F U L L H O M E ’S P R E S Sとは？

60 . . . . . . . .withコロナ・afterコロナ
68 . . . . . . . .街トピック
76 . . . . . . . .家を買う・建てる
84 . . . . . . . .気になるトピック

59 58



完
了
し
た
1
年
後
に
は
、
北
西
側
に
対

し
て
自
由
通
路
が
整
備
さ
れ
る
計
画
だ
。

自
由
通
路
が
で
き
れ
ば
、
駅
を
通
っ
て

操
車
場
の
北
西
側
に
抜
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
。

操
車
場
に
で
き
る
駅
は
、
近
く
の

J
R
総
武
線
幕
張
本
郷
駅
を
ご
存
じ
な

ら
分
か
り
や
す
い
。
J
R
総
武
線
は

た
め
に
、
千
葉
県
内
に
住
む
多
く
の
人

が
利
用
し
て
い
る
。
千
葉
県
に
は
運
転

免
許
セ
ン
タ
ー
が
千
葉
市
と
流
山
市
の

2
か
所
に
し
か
な
く
、
千
葉
市
の
運
転

免
許
セ
ン
タ
ー
は
常
に
混
雑
状
態
だ
。

千
葉
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
は
、
現
時

点
で
は
海
浜
幕
張
駅
が
最
寄
り
駅
だ
が
、

駅
か
ら
歩
く
に
は
少
し
遠
い
場
所
に
位

置
す
る
。
海
浜
幕
張
駅
か
ら
は
、
所
要

時
間
5
分
の
バ
ス
を
利
用
す
る
人
が
多

い
。
多
く
の
人
が
利
用
す
る
施
設
の
割

に
は
、
少
し
不
便
な
場
所
に
あ
る
千
葉

運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
。
自
由
通
路
が
開

通
す
れ
ば
幕
張
豊
砂
駅
が
最
寄
り
駅
と

な
り
、
歩
け
る
距
離
に
な
る
。
多
く
の

駅
が
で
き
る
こ
と
で
最
も
利
益
を
享
受

す
る
の
が
イ
オ
ン
モ
ー
ル
だ
か
ら
だ
。

幕
張
豊
砂
駅
が
で
き
れ
ば

街
の
ア
ク
セ
ス
が
格
段
に
U
P
す
る

幕
張
豊
砂
駅
が
開
業
さ
れ
る
こ
と
で
、

期
待
さ
れ
る
こ
と
は
以
下
の
２
点
。

1
つ
目
は
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
幕
張

新
都
心
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
良
く
な
る
点

だ
。
現
在
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
幕
張
新
都

心
の
最
寄
り
駅
は
海
浜
幕
張
駅
だ
が
、

海
浜
幕
張
駅
か
ら
イ
オ
ン
モ
ー
ル
幕
張

新
都
心
へ
は
徒
歩
13
分
ほ
ど
か
か
り
、

歩
い
て
行
く
に
は
少
し
遠
い
。
実
際
に

は
、
海
浜
幕
張
駅
か
ら
の
巡
回
バ
ス
を

使
う
人
も
多
い
。
幕
張
豊
砂
駅
が
で
き

れ
ば
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
幕
張
新
都
心
は

駅
の
目
の
前
と
い
う
立
地
と
な
り
、
便

利
に
な
る
。
豊
砂
に
は
コ
ス
ト
コ
ホ
ー

ル
セ
ー
ル
幕
張
倉
庫
店
も
あ
り
、
幕
張

豊
砂
駅
が
で
き
れ
ば
、
こ
ち
ら
へ
も
、

電
車
で
買
い
物
に
行
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
。
さ
ら
に
は
、
こ
れ
ら
の

商
業
施
設
で
働
く
人
た
ち
に
と
っ
て
も
、

幕
張
豊
砂
駅
は
あ
り
が
た
い
存
在
と
な

る
。
今
ま
で
は
職
場
に
行
く
の
に
自
家

用
車
が
必
要
で
あ
っ
た
が
、
電
車
で
も

通
勤
で
き
る
よ
う
に
な
る
メ
リ
ッ
ト
は

大
き
い
だ
ろ
う
。

2
つ
目
は
、
千
葉
運
転
免
許
セ
ン

タ
ー
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
良
く
な
る
点
だ
。

こ
こ
は
、
免
許
の
取
得
や
更
新
を
行
う

J
R
京
葉
線
と
並
行
し
て
走
っ
て
お
り
、

幕
張
本
郷
駅
は
幕
張
豊
砂
駅
の
北
西
側

に
位
置
す
る
。
こ
の
駅
も
操
車
場
に
沿

っ
て
で
き
た
駅
で
、
操
車
場
の
反
対
側

へ
は
通
路
を
渡
っ
て
往
来
で
き
る
。
た

ま
た
ま
ど
ち
ら
も「
幕
張
」と
い
う
地
名

が
つ
い
た
駅
、
構
造
も
似
た
よ
う
な
形

に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。

ち
な
み
に
、
新
駅
建
設
の
費
用
負
担

の
割
合
は
イ
オ
ン
モ
ー
ル
が
2
分
の
1
、

千
葉
県
と
千
葉
市
、
J
R
東
日
本
が
そ

れ
ぞ
れ
6
分
の
1
だ
。
な
ぜ
イ
オ
ン
モ

ー
ル
の
負
担
が
多
い
か
と
い
う
と
、
新

イ
オ
ン
モ
ー
ル
幕
張
新
都
心
の
前
に

J
R
幕
張
豊
砂
駅
が
誕
生
予
定

２
０
２
３
年
春
、
J
R
京
葉
線
に
、

「
幕
張
豊
砂（
ま
く
は
り
と
よ
す
な
）」と

い
う
新
駅
が
開
業
予
定
だ
。
場
所
は
、

人
の
利
便
性
が
向
上
す
る
こ
と
が
期
待

で
き
る
と
い
う
わ
け
だ
。

幕
張
豊
砂
駅
周
辺
の

開
発
の
可
能
性
は
？

J
R
の
新
駅
が
で
き
れ
ば
、
気
に
な

る
の
は
駅
周
辺
の
開
発
の
可
能
性
だ
。

千
葉
市
で
は
、
幕
張
豊
砂
駅
南
西
側
の

豊
砂
エ
リ
ア
に「
幕
張
新
都
心
豊
砂
地

区
計
画
」を
立
て
て
い
る
。
こ
の
計
画

で
は
、
業
務
市
街
地
の
形
成
が
目
標
だ
。

地
区
計
画
の
範
囲
の
中
に
あ
る
広
大
な

空
き
地
は
幕
張
メ
ッ
セ
の
駐
車
場
の
敷

地
と
な
っ
て
お
り
、
幕
張
メ
ッ
セ
が
あ

る
限
り
は
駐
車
場
以
外
の
用
途
に
は
転

用
さ
れ
な
い
と
推
測

さ
れ
る
。
さ
ら
に
、

地
区
計
画
の
南
西
側

の
エ
リ
ア
は
公
園
で
、

そ
の
先
は
す
ぐ
東
京

湾
の
人
工
ビ
ー
チ
が

広
が
っ
て
い
る
。
よ

っ
て
、
駅
の
南
西
側

に
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建

つ
よ
う
な
土
地
は
ほ

と
ん
ど
な
く
、
幕
張

豊
砂
駅
近
く
の
土
地

に
、
新
た
な
マ
ン
シ

ョ
ン
が
建
つ
可
能
性

は
低
い
と
推
測
さ
れ

る
。一

方
で
、
マ
ン
シ
ョ

海
浜
幕
張
駅（
東
京
駅
か
ら
37
分
）と
新

習
志
野
駅（
東
京
駅
か
ら
34
分
）の
ほ
ぼ

中
間
地
点
で
、
所
在
地
は
千
葉
市
美
浜

区
浜
田
2
丁
目
。
千
葉
市
と
習
志
野
市

の
境
界
付
近
に
位
置
す
る
。

２
０
２
０
年
に
開
業
し
た
J
R
山
手

ン
に
関
し
て
は
、
現
在
隣
の
海
浜
幕
張

駅
に
お
い
て
幕
張
ベ
イ
パ
ー
ク
の
開
発
が

推
進
中
で
あ
る
。
幕
張
ベ
イ
パ
ー
ク
に

は
、
最
終
的
に
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
が
6

棟
建
つ
こ
と
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
約

４
０
０
０
戸
の
住
戸
が
で
き
、
約
1
万
人

が
住
む
街
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
規

模
と
し
て
は
、
元
東
京
五
輪
選
手
村
の

「
H
A
R
U
M
I 

F
L
A
G
」の
一
回

り
小
さ
い
街
と
な
る
。
幕
張
ベ
イ
パ
ー

ク
で
は
既
に
2
棟
の
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ

ン
が
竣
工
し
て
お
り
、
現
在
は
3
棟
目

の
工
事
に
着
手
し
て
い
る
。
幕
張
近
辺

に
新
築
マ
ン
シ
ョ
ン
を
探
す
の
で
あ
れ

ば
、
幕
張
ベ
イ
パ
ー
ク
が
有
力
候
補
と

な
る
だ
ろ
う
。

線
高
輪
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
駅
と
同
じ
く
、

名
前
は
公
募
方
式
で
決
ま
っ
た
。
幕
張

豊
砂
駅
は
、
鉄
道
の
操
車
場（
ヤ
ー
ド
）

に
隣
接
し
た
箇
所
に
建
設
さ
れ
る
が
、

こ
れ
も
J
R
山
手
線
高
輪
ゲ
ー
ト
ウ
ェ

イ
駅
と
共
通
で
あ
る
。
駅
舎
の
工
事
が

不動産鑑定士

竹内英二
EIJI  TAKEUCHI

J
R
京
葉
線「
幕
張
豊
砂
」の
新
駅
が
登
場
！

概
要
と
期
待
さ
れ
る
こ
と
と
は
？

２
０
２
３
年
に
登
場
予
定
の
J
R
京
葉
線
「
幕
張
豊
砂
」
新
駅
は
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
幕
張
新
都
心
に
隣
接
す
る
こ
と
に
な
る
。

利
便
性
が
ア
ッ
プ
し
て
街
が
ど
の
よ
う
に
活
性
化
し
て
い
く
の
か
、
近
隣
駅
と
と
も
に
注
目
し
た
い
エ
リ
ア
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

街トピック
4
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都
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キ
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街
選
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デ
ー
タ
マ
ッ
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街
・
家
選
び
、
そ
の
前
に
絶
対
に
知
っ
て
お
き
た
い
話

幕張新都心

駅舎外観イメージ図（南側より）

千葉運転免許
センター

幕張豊砂駅東側。
海浜幕張駅の幕張新
都心および千葉運転
免許センター方面

幕張豊砂駅南西側。公園および幕張メッセ駐車場が広がる。その先はすぐ東京湾となって
おり、マンション等の開発余地は見込めない
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出典：幕張新都心拡大地区新駅設置に係る基本調査結果の概要について　
幕張新都心拡大地区新駅設置調査会　新駅の位置



土
台
、
筋
交
等
の
斜
材
、
床
版
、
屋
根

版
ま
た
は
梁
・
桁
等
の
横
架
材
で
、
当

該
住
宅
の
自
重
や
積
載
荷
重
、
積
雪
、

風
圧
、
土
圧
も
し
く
は
水
圧
ま
た
は
地

震
そ
の
他
の
振
動
、
衝
撃
を
支
え
る
も

の
が
該
当
す
る
。

雨
水
の
浸
入
を
防
止
す
る
部
分
は
、

住
宅
の
屋
根
や
外
壁
ま
た
は
開
口
部
に

設
け
る
戸
、
枠
等
の
建
具
お
よ
び
雨
水

を
排
除
す
る
た
め
の
排
水
管
の
う
ち
、

当
該
住
宅
の
屋
根
や
外
壁
の
内
部
ま
た

は
屋
内
に
あ
る
部
分
が
対
象
と
な
る
。

軽
微
な
不
具
合
は
品
確
法
の
対
象
と

手
厚
く
守
ら
れ
て
い
る

新
築
住
宅
の
購
入
者

住
宅
に
は
、
建
具
の
建
付
不
良
や
ク

ロ
ス
の
は
が
れ
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ク

ラ
ッ
ク（
ひ
び
割
れ
）な
ど
の
不
具
合
が

起
こ
る
こ
と
が
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
は
軽

は
な
っ
て
い
な
い
。

品
確
法
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
や
建
売
住

宅
の
売
主
だ
け
で
な
く
、
注
文
住
宅
の

請
負
工
事
会
社
に
も
適
用
さ
れ
る
。

契
約
不
適
合
責
任
で

請
求
で
き
る
内
容

契
約
不
適
合
責
任
と
は
契
約
内
容
と

は
異
な
る
も
の
を
売
っ
た
と
き
に
問
わ

れ
る
売
主
責
任
の
こ
と
で
あ
る
。
従
来
、

売
主
に
は
瑕
疵
担
保
責
任
と
い
う
売
主

責
任
が
あ
っ
た
が
、
２
０
２
０
年
４
月

よ
り
民
法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
で
瑕
疵

担
保
責
任
が
廃
止
さ
れ
、
契
約
不
適
合

責
任
が
創
設
さ
れ
て
い
る
。

マ
ン
シ
ョ
ン
や
建
売
住
宅
の
よ
う
に
、

売
主
が
宅
地
建
物
取
引
業
者
で
あ
れ
ば
、

２
年
間
は
契
約
不
適
合
責
任
を
追
及
で

き
る
。
品
確
法
に
よ
る
保
証
と
の
違
い

は
、
契
約
不
適
合
責
任
は
土
地
も
対
象

と
し
て
お
り
、
対
象
と
す
る
瑕
疵
や
請

求
権
の
範
囲
も
広
い
と
い
う
こ
と
。
対

象
と
な
る
瑕
疵
は
、
物
理
的
瑕
疵
、
法

律
的
瑕
疵
、
心
理
的
瑕
疵
、
環
境
的
瑕

疵
だ
。

物
理
的
瑕
疵
と
は
、
建
物
な
ら
雨
漏

り
や
シ
ロ
ア
リ
に
よ
る
腐
食
、
耐
震
強

度
不
足
、
家
の
傾
き
等
、
土
地
な
ら
土

壌
汚
染
や
地
中
障
害
物
が
該
当
す
る
。

品
確
法
の
対
象
は
、
物
理
的
瑕
疵
の
う

ち
建
物
部
分
の
み
が
対
象
と
な
る
。
法

律
的
瑕
疵
は
、
法
令
等
の
制
限
に
よ
り

欠
陥
住
宅
を
購
入
し
て
し
ま
っ
た
ら
？

知
っ
て
お
き
た
い
法
律
知
識
・
対
処
法
を
解
説

万
が
一
、
欠
陥
住
宅
を
購
入
し
て
し
ま
っ
た
ら
、
迅
速
か
つ
適
切
な
修
繕
対
応
が
必
要
と
な
る
。

買
主
と
し
て
対
応
す
る
場
合
に
、
知
っ
て
お
く
べ
き
こ
と
や
対
処
法
を
解
説
す
る
。

微
な
も
の
で
、
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の

範
囲
内
で
修
繕
し
て
も
ら
え
る
。
一
方
、

欠
陥
住
宅
は
、
建
物
と
し
て
通
常
有
す

べ
き
品
質
を
欠
い
た
建
物
の
こ
と
を
指

す
。
雨
漏
り
や
家
の
傾
き
、
シ
ロ
ア
リ

に
よ
る
床
下
の
腐
食
な
ど
が
該
当
し
、

こ
れ
ら
は
瑕か

疵し

と
呼
ば
れ
る
。
欠
陥
住

宅
は
大
掛
か
り
な
修
繕
が
必
要
だ
。
こ

の
記
事
で
は
、
新
築
住
宅
を
購
入
し
た

人
が
使
え
る
法
律
知
識
を
紹
介
す
る
。

新
築
住
宅
の
購
入
者
は
、
２
つ
の
制

度
に
よ
っ
て
手
厚
く
守
ら
れ
て
い
る
。

１
つ
目
は
、「
民
法
に
よ
る
売
主
の
契
約

不
適
合
責
任
」で
あ
り
、
２
つ
目
は
、

「
住
宅
の
品
質
確
保
促
進
等
に
関
す
る

法
律（
以
下
、「
品
確
法
」と
略
す
る
）に

よ
る
担
保
責
任
」だ
。

マ
ン
シ
ョ
ン
や
建
売
住
宅
等
の
新
築

住
宅
は
、
一
般
的
に
は
宅
地
建
物
取
引

業
者（
不
動
産
会
社
の
こ
と
）が
売
主
だ
。

宅
地
建
物
取
引
業
者
で
あ
る
売
主
は
、

土
地
と
建
物
の
瑕
疵
に
つ
い
て
、
引
き

渡
し
後
、
最
低
２
年
間
は
責
任
を
負
う
。

取
引
物
件
の
自
由
な
使
用
収
益
が
阻
害

さ
れ
て
い
る
も
の
を
指
す
。
心
理
的
瑕

疵
と
は
、
取
引
物
件
で
過
去
に
自
殺
や

殺
人
事
件
、
火
災
、
忌
ま
わ
し
い
事
件
、

事
故
な
ど
が
あ
り
、
心
理
的
な
面
に
お

い
て
住
み
心
地
の
良
さ
を
欠
く
内
容
で

あ
る
。
新
築
で
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
主

に
中
古
物
件
が
該
当
す
る
。
環
境
的
瑕

疵
と
は
、
近
隣
か
ら
の
騒
音
、
振
動
、

異
臭
、
日
照
障
害
、
近
く
に
反
社
会
的

組
織
事
務
所
が
あ
り
安
全
で
快
適
な
生

活
が
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
高
い
も
の
を

指
す
。
取
引
物
件
自
体
に
欠
陥
が
な
く

て
も
、
周
辺
で
起
き
て
い
る
問
題
も
瑕

疵
の
対
象
と
い
う
こ
と
だ
。

建
物
に
欠
陥
が
あ
る
場
合
に
は
、
品

確
法
に
よ
る
修
補
請
求
が
優
先
さ
れ
る

が
、
建
物
以
外
の
欠
陥
で
あ
れ
ば
契
約

不
適
合
責
任
の
追
及
を
行
う
こ
と
に
な

る
。
契
約
不
適
合
責
任
で
売
主
に
請
求

で
き
る
こ
と
は
、「
追
完
請
求（
修
補
請

求
）」ま
た
は「
代
金
減
額
請
求
」、
あ
る

い
は「
損
害
賠
償
請
求
」、
も
し
く
は

「
契
約
解
除
」の
い
ず
れ
か
と
な
っ
て
お

り
、
請
求
権
の
幅
も
広
い
こ
と
が
特
徴

だ
。２

０
２
０
年
3
月
ま
で
存
在
し
た
従

来
の
瑕
疵
担
保
責
任
で
は
、
買
主
は
売

主
に
対
し
て「
損
害
賠
償
請
求
」ま
た
は

「
契
約
解
除
」の
い
ず
れ
か
で
あ
っ
た
。

契
約
不
適
合
責
任
で
は
新
た
に
追
完
請

求（
修
補
請
求
）や
代
金
減
額
請
求
も
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
買
主
は
さ

ら
に
手
厚
く
守
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
だ
。

事
前
に
予
防
す
る
方
法
と

事
後
の
相
談
先

欠
陥
を
予
防
す
る
に
は
、
事
前
に
実

施
さ
れ
る
内
覧
会
で
、
十
分
に
建
物
の

状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
だ
。
内
覧

会
で
の
指
摘
は
、
責
任
の
所
在
が
売
主

側
に
あ
る
こ
と
が
明
確
な
の
で
、
売
主

が
素
直
に
聞
き
入
れ
て
く
れ
る
こ
と
が

多
い
。
内
覧
会
で
疑
問
点
を
解
消
し
て

お
く
こ
と
が
、
欠
陥
住
宅
を
購
入
し
な

い
最
良
の
予
防
策
と
な
る
。

事
後
に
欠
陥
が
発
見
さ
れ
た
と
き
は
、

国
土
交
通
大
臣
指
定
の
公
益
財
団
法
人

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
・
紛
争
処
理
支
援
セ

ン
タ
ー
に
早
め
に
相
談
す
る
の
が
適
切

だ
。
全
国
の
弁
護
士
会
と
も
連
携
し
て

お
り
、
調
停
な
ど
も
依
頼
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

さ
ら
に
、
新
築
住
宅
に
お
い
て
は
、
品

確
法
に
よ
り
、
建
物
の
構
造
耐
力
上
主

要
な
部
分
、
ま
た
は
雨
水
の
浸
入
を
防

止
す
る
部
分
に
つ
い
て
引
き
渡
し
後
、

最
低
10
年
間
、
責
任
を
負
う
。

つ
ま
り
、
買
主
は
購
入
か
ら
２
年
間

の
間
は
、「
民
法
に
よ
る
契
約
不
適
合
責

任
」と「
品
確
法
に
よ
る
売
主
責
任
」の

２
つ
の
制
度
に
よ
り
守
ら
れ
て
お
り
、

購
入
３
年
目
か
ら
10
年
目
に
か
け
て
は
、

「
品
確
法
に
よ
る
売
主
責
任
」に
よ
っ
て

守
ら
れ
て
い
る
の
だ
。

品
確
法
に
基
づ
き

補
修
請
求
す
る
の
が
基
本

新
築
住
宅
で
欠
陥
が
発
見
さ
れ
た
場

合
は
、
品
確
法
に
基
づ
き
修
補
請
求
す

る
こ
と
が
基
本
。
修
補
請
求
と
は
修
繕

の
請
求
の
こ
と
で
あ
る
。
対
象
と
な
る

の
は
、
以
下
の
よ
う
な
内
容
だ
。

構
造
耐
力
上
主
要
な
部
分
は
、
住
宅

の
基
礎
、
基
礎
杭
、
壁
、
柱
、
小
屋
組
、

新築住宅を購入した人向けに法律知識を解説

新築住宅は欠陥に対する保証が厚い

内覧会で十分に確認することが望ましい

品確法で修補
請求できる対
象を確認して
おこう

首
都
圏  
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と
は
、
裁
判
所
か
ら
委
託
さ
れ
た
評
価

人（
不
動
産
鑑
定
士
）に
よ
る
評
価
額
が

記
載
さ
れ
た
書
類
だ
。
評
価
額
は
そ
の

ま
ま
売
却
基
準
価
額
と
な
り
、
売
却
基

準
価
額
の
8
割
が
買
受
可
能
価
額（
入

札
の
最
低
金
額
）、
2
割
が
買
受
申
出

保
証
額（
入
札
時
に
納
め
る
保
証
金
）と

な
る
。
評
価
書
に
は
駅
か
ら
の
距
離
や

公
法
上
の
規
制
等
の
物
件
に
関
す
る
内

容
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。

B
I
T
で
は
、
裁
判
所
ご
と
に
年
間

競
売
で
家
を
購
入
す
る
と
は

ど
う
い
う
こ
と
？

競
売
と
は
、
裁
判
所
が
債
権
者
の
た

め
に
行
う
入
札
形
式
に
よ
る
不
動
産
売

却
の
こ
と
で
あ
る
。
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど

を
使
っ
て
不
動
産
を
購
入
す
る
場
合
、

物
件
に
は
抵
当
権
が
設
定
さ
れ
る
。
抵

当
権
と
は
、
債
権
者
が
そ
の
担
保
物
件

か
ら
優
先
的
に
弁
済
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
権
利
の
こ
と
。
債
務
者
の
借
入

金
返
済
が
滞
る
と
、
債
権
者
が
ロ
ー
ン

残
債
の
回
収
を
図
る
こ
と
に
な
る
。
具

体
的
に
は
裁
判
所
に
競
売
の
申
し
立
て

を
行
い
、
そ
の
ま
ま
売
却
さ
れ
る
の
が

競
売
物
件
と
い
う
こ
と
だ
。

競
売
の
最
大
の
特
徴
は
、
物
件
の
検

討
期
間
が
短
い
こ
と
だ
。
物
件
の
公
告

後
、
２
週
間
後
に
入
札
が
開
始
さ
れ
、

期
間
は
１
週
間
。
短
期
間
に
少
な
い
情

報
の
中
か
ら
物
件
の
良
否
を
検
討
し
、

入
札
手
続
き
ま
で
行
う
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
一
般
の
個
人
は
容
易
に
手
が

の
売
却
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
公
開
さ
れ
て

い
る
。
重
要
な
の
は
競
売
物
件
の
公
告

日（
閲
覧
開
始
日
）。
こ
の
日
に
３
点
セ

ッ
ト
が
公
開
さ
れ
、
そ
の
２
週
間
後
に

入
札
が
開
始
、
約
1
週
間
で
終
了
す
る
。

２
週
間
以
内
に
読
み
込
ん
で
購
入
の
可

否
を
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。
手
続
き

は
、
最
初
に
B
I
T
に
公
開
さ
れ
て
い

る
保
証
金
の
振
り
込
み
を
行
う
。
完
了

し
た
ら
、
入
札
終
了
日
ま
で
に「
入
札

書
」や「
入
札
保
証
金
振
込
証
明
書
」

「
そ
の
他
添
付
書
類
」を
提
出
す
る
。

入
札
完
了
の
1
週
間
後
に
開
札
が
行

わ
れ
、
最
高
入
札
額
が
発
表
さ
れ
て
最

高
価
買
受
申
出
人
が
決
定
さ
れ
る
。
落

札
で
き
な
か
っ
た
場
合
、
保
証
金
は
返

還
さ
れ
る
。
開
札
後
、
特
に
執
行
抗
告

（
所
有
者
等
か
ら
の
反
論
の
こ
と
）が
発

生
し
な
け
れ
ば
１
週
間
後
に
売
却
許
可

が
下
り
る
。
代
金
の
納
付
は
、
売
却
許

可
決
定
が
下
り
て
か
ら
約
１
か
月
後
が

一
般
的
。
代
金
を
納
付
し
所
有
権
を
取

得
す
る
と
、
引
渡
命
令
が
下
っ
て
不
動

産
の
引
渡
し
を
受
け
る
。
所
有
権
移
転

登
記
に
関
し
て
は
、
代
金
納
付
後
か
ら

10
日
程
度
で
完
了
す
る
の
が
目
安
だ
。

競
売
に
お
い
て

注
意
す
る
べ
き
こ
と
４
点

競
売
は
、
売
却
代
金
が
納
付
さ
れ
る

前
ま
で
は
債
権
者
が
取
り
下
げ
も
で
き

る
。
債
権
者
が
競
売
で
は
な
く
任
意
売

出
し
に
く
い
。

ま
た
、
競
売
物
件
は
安
く
購
入
で
き

る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
が
、
そ
う
と
は
限

ら
な
い
。
競
売
は
、
売
却
基
準
価
額

（
裁
判
所
が
入
札
前
に
公
表
す
る
基
準

価
格
）が
、
市
場
価
格
の
７
割
程
度
と

安
く
設
定
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、

実
際
の
落
札
価
格
は
売
却
基
準
価
額
よ

り
も
か
な
り
高
く
な
る
ケ
ー
ス
も
多
い
。

現
在
、
裁
判
所
は
B
I
T（
不
動
産
競

売
物
件
情
報
サ
イ
ト
）で
過
去
の
物
件

の「
売
却
価
額（
落
札
額
）」と「
売
却
基

準
価
額
」の
結
果
を
公
表
し
て
い
る
。

競
売
物
件
の
購
入
方
法
は

ど
う
い
う
流
れ
に
な
る
の
？

競
売
物
件
に
つ
い
て
、
裁
判
所
は
、

「
物
件
明
細
書
」「
現
況
調
査
報
告
書
」

「
評
価
書
」の「
3
点
セ
ッ
ト
」と
呼
ば
れ

る
資
料
を
公
表
し
て
い
る
。

物
件
明
細
書
と
は
、
物
件
に
対
す
る

裁
判
所
の
認
識
を
示
し
た
書
類
。
買
受

却
に
切
り
替
え
て
物
件
を
売
却
す
る
こ

と
が
あ
る
た
め
だ
。
最
後
ま
で
購
入
で

き
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
こ

と
は
、
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

競
売
で
は
、
抵
当
権
等
の
他
人
の
権

利
は
買
受
後
に
消
滅
す
る
の
が
原
則
だ
。

た
だ
し
、
例
外
的
に
買
受
後
に
消
滅
し

な
い
権
利
も
存
在
す
る
。
た
と
え
ば
抵

当
権
が
設
定
さ
れ
た
以
前
に
存
在
す
る

賃
借
権
は
、
競
売
後
に
消
滅
し
な
い
。

つ
ま
り
、
賃
借
権
が
発
生
し
た
タ
イ
ミ

ン
グ
に
よ
っ
て
は
、
買
受
後
に
借
主
が

残
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
い
う

こ
と
だ
。
買
受
後
に
消
滅
し
な
い
権
利

に
つ
い
て
は
、
物
件
明
細
書
の「
買
受

人
が
負
担
す
る
こ
と
と
な
る
他
人
の
権

利
」に
記
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
十
分

に
確
認
し
て
お
き
た
い
。

競
売
は
、
明
け
渡
し
費
用
が
か
か
る

ケ
ー
ス
が
あ
る
。
明
け
渡
し
と
は
、
占

有
者
や
家
財
が
な
い
状
態
で
物
件
を
渡

す
こ
と
で
、
所
有
権
の
引
き
渡
し
と
は

異
な
る
。
占
有
者
が
い
る
状
態
で
物
件

が
引
き
渡
さ
れ
た
場
合
、
買
受
人
は
占

有
者
と
協
議
し
て
明
け
渡
し
て
も
ら
う
。

し
か
し
、
協
議
が
整
わ
な
い
場
合
は
、

強
制
執
行
を
申
し
立
て
る
必
要
が
あ
る
。

家
財
道
具
が
残
っ
て
い
る
場
合
は
、
運

び
出
し
や
保
管
を
行
う
。
強
制
執
行
に

か
か
る
費
用
は
、
法
律
上
は
強
制
執
行

を
受
け
る
方
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
る

が
、
相
手
方
は
資
力
が
な
い
こ
と
が
多

い
た
め
、
現
実
的
に
は
買
受
人
が
負
担

す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

競
売
物
件
で
は
、
法
定
地
上
権（
競

売
で
土
地
と
建
物
が
別
々
の
所
有
者
と

な
っ
た
場
合
に
、
建
物
所
有
者
に
法
律

上
認
め
ら
れ
る
権
利
）が
発
生
す
る
物

件
も
あ
る
。
こ
の
場
合
、
買
受
後
に
登

記
や
地
代
の
決
定
等
の
手
続
き
を
要
す

る
が
、
こ
れ
ら
は
買
受
人
が
地
主
と
協

議
し
て
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
専

門
的
な
法
律
知
識
を
要
す
る
た
め
、
弁

護
士
な
ど
の
力
を
借
り
な
け
れ
ば
い
け

な
い
こ
と
も
多
い
。
法
定
地
上
権
に
関

し
て
も
、
物
件
明
細
書
の「
売
却
に
よ

り
成
立
す
る
法
定
地
上
権
の
概
要
」に

記
載
が
あ
る
た
め
、
購
入
前
に
発
生
の

有
無
を
十
分
に
確
認
し
て
お
き
た
い
。

人（
落
札
者
）が
負
担
す
る
こ
と
と
な
る

他
人
の
権
利
や
、
占
有
者
の
有
無
、
明

け
渡
し
ま
で
猶
予
さ
れ
て
い
る
期
間
等

が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
現
況
調
査
報
告

書
と
は
、
裁
判
所
の
執
行
官
が
立
ち
入

り
調
査
を
行
っ
た
際
の
記
録
で
あ
る
。

競
売
物
件
は
基
本
的
に
入
札
前
に
内
部

を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
こ
に
は

内
部
の
写
真
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、

十
分
に
確
認
し
て
お
き
た
い
。
評
価
書

裁判所が提供する「物件明細書」「現況調査報告書」「評価書」
の3つの資料を読み込むことが必要となる

不動産競売は注意点やリスクを把握したうえでよく検討したい

振り込み完了後、入
札終了日までに「入札
書」「入札保証金振
込証明書」「その他
添付書類」の提出が
必要となる

競売物件は検討期間が非常に短い。短い検討期間で判断をするのは非常に難しいだろう

首
都
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街
・
家
選
び
、
そ
の
前
に
絶
対
に
知
っ
て
お
き
た
い
話
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不
動
産
競
売
と
は
？

競
売
で
物
件
を
購
入
す
る
方
法
と
注
意
点

競
売
と
は
、
裁
判
所
が
債
権
者
の
た
め
に
行
う
、
入
札
形
式
に
よ
る
不
動
産
売
却
の
こ
と
。

不
動
産
を
入
手
す
る
一
方
法
と
し
て
有
効
な
、
競
売
物
件
の
購
入
方
法
と
注
意
点
を
解
説
す
る
。

家を買う・建てる
3

不動産鑑定士
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東
京
都
の
人
口
が
26
年
ぶ
り
に
減
少
！

要
因
と
不
動
産
市
場
に
与
え
る
影
響
は

コ
ロ
ナ
禍
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
に
よ
り
、
東
京
都
の
人
口
が
26
年
ぶ
り
に
減
少
し
て
い
る
。

今
後
も
人
口
減
少
の
常
態
化
が
予
想
さ
れ
る
東
京
都
。
不
動
産
市
場
に
あ
た
え
る
影
響
と
は
？

東
京
都
の
人
口
推
移
は

ど
う
な
っ
て
い
る
？

２
０
２
２
年
１
月
１
日
時
点
の
東
京

都
の
人
口
は
１
３
９
８
万
８
１
２
９
人
。

前
年
同
月
比
で
４
万
８
５
９
２
人
の
減

少
と
な
っ
て
お
り
、
26
年
ぶ
り
に
人
口

が
減
少
し
て
い
る
。
２
０
２
１
年
の
内

訳
は
、
他
県
と
の
移
動
増
減
を
示
す

「
社
会
増
減
」は
３
８
９
７
人
増
加
し
て

い
る
。
出
生
数
と
死
亡
数
と
の
差
を
示

す「
自
然
増
減
」は
３
万
６
８
２
人
減
少
。

都
内
間
移
動
増
減
お
よ
び
出
入
国
等
を

示
す「
そ
の
他
」は
２
万
１
８
０
７
人
減

少
し
て
い
る
。

　
一
方
で
、
そ
の
1
年
前
の
２
０
２
０
年

に
お
い
て
は
東
京
都
の
人
口
は
８
６
０
０

人
増
加
し
て
い
る
。
２
０
２
０
年
の
内
訳

は
、
社
会
増
減
が
２
万
９
６
１
８
人
増

加
、
自
然
増
減
が
１
万
８
５
３
７
人
減

少
、
そ
の
他
が
２
４
８
１
人
減
少
と
な

っ
て
い
る
。

２
０
２
０
年
と
比
べ
る
と
、
社
会
増

人
の
増
加
、
外
国
人
が
２
万
４
７
８
６

人
の
減
少
と
な
っ
て
お
り
、
外
国
人
の

登
録
人
口
が
減
っ
た
こ
と
の
影
響
が
大

き
い
。
外
国
人
の
居
住
に
関
し
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が
収
ま

れ
ば
、
一
定
数
の
回
復
は
期
待
で
き
る

と
思
料
さ
れ
る
。

東
京
都
の
住
宅
価
格
が
高
い
の
も

人
口
減
少
要
因
の
一
つ

「
コ
ロ
ナ
禍
で
社
会
増
が
減
少
し
た
」

こ
と
と
も
重
複
す
る
が
、
東
京
都
の
住

宅
価
格
が
高
い
こ
と
も
転
出
理
由
が
増

え
た
遠
因
と
い
え
る
。
株
式
会
社
不
動

産
経
済
研
究
所
に
よ
る
と
、
２
０
２
１

減
の
増
加
数
が
大
幅
に
減
少
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
東
京
都
は
、
近
年
は

他
県
か
ら
流
入
し
て
く
る
社
会
増
に
よ

っ
て
人
口
が
増
え
て
き
た
が
、
そ
の
社

会
増
の
数
が
減
少
し
た
こ
と
で
、
全
体

の
人
口
が
減
少
す
る
に
至
っ
て
い
る
。

東
京
都
の
人
口
減
少
は

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
大
き
い

東
京
都
の
人
口
が
減
少
し
た
理
由
は
、

社
会
増
の
人
数
が
大
幅
に
減
少
し
た
と

こ
ろ
が
大
き
い
。
２
０
２
１
年
は
３
８ 

９
７
人
の
社
会
増
と
な
っ
て
い
る
が
、

２
０
２
０
年
の
２
万
９
６
１
８
人
と
比

べ
る
と
２
万
５
７
２
１
人
も
減
少
し
て

い
る（
下
表
参
照
）。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
、

テ
レ
ワ
ー
ク
が
普
及
し
た
こ
と
か
ら
、

部
屋
数
を
求
め
る
ニ
ー
ズ
が
増
え
て
い

る
。
都
内
で
２
Ｄ
Ｋ
に
暮
ら
し
て
い
る

人
た
ち
が
仕
事
部
屋
を
確
保
す
る
た
め

に
、
近
郊
3
県
に
3
Ｌ
Ｄ
Ｋ
の
よ
う
な

年
に
お
け
る
首
都
圏
の
新
築
分
譲
マ
ン

シ
ョ
ン
の
平
均
価
格
は
６
２
６
０
万
円
。

バ
ブ
ル
期
の
１
９
９
０
年
の
６
１
２
３
万

円
を
上
回
っ
て
過
去
最
高
と
な
っ
て
い

る
。テ

レ
ワ
ー
ク
で
仕
事
部
屋
を
確
保
し

た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
が
あ
っ
て
も
、
都

内
で
手
頃
な
価
格
で
広
い
間
取
り
の
家

を
購
入
で
き
る
状
況
で
あ
れ
ば
、
都
内

に
と
ど
ま
っ
た
人
も
多
か
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
都
内
で
は
価

格
が
高
過
ぎ
て
広
め
の
物
件
を
購
入
で

き
な
い
人
も
多
い
た
め
、
近
郊
３
県
に

人
が
流
れ
る
状
況
と
な
っ
た
。
都
内
の

物
件
の
価
格
が
高
い
こ
と
は
、
転
出
者

を
増
や
し
た
遠
因
と
な
っ
て
い
る
。

過
去
に
も
バ
ブ
ル
期
に
は
東
京
都
の

人
口
が
減
少
す
る
現
象
が
見
ら
れ
た
が
、

バ
ブ
ル
期
と
同
等
以
上
の
価
格
水
準
と

な
っ
た
２
０
２
１
年
も
住
宅
価
格
が
人

口
減
少
に
影
響
を
あ
た
え
た
と
い
え
る

だ
ろ
う
。

自
然
減
が
拡
大
傾
向
に
あ
る
こ
と
も

東
京
都
の
人
口
減
少
要
因
だ
。
自
然
減

は
、
２
０
２
０
年
の
１
万
８
５
３
７
人
減

か
ら
、
２
０
２
１
年
は
３
万
６
８
２
人
減

と
な
り
、
１
万
２
１
４
５
人
も
増
え
て

い
る
。
東
京
都
は
今
後
後
期
高
齢
者
が

増
え
て
い
く
こ
と
か
ら
、
自
然
減
が
増

え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
東
京

都
の
人
口
減
少
は
、
近
い
将
来
に
常
態

化
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。

人
口
減
に
伴
う

不
動
産
市
場
への
影
響

人
口
減
少
が
不
動
産
価
格
に
あ
た
え

る
影
響
は
大
き
い
が
、
不
動
産
価
格
は

人
口
減
少
だ
け
で
は
決
ま
ら
な
い
。
実

際
、
日
本
全
体
の
人
口
は
２
０
０
８
年

頃
か
ら
減
少
が
継
続
し
て
い
る
が
、
日

本
全
体
の
地
価
公
示
の
平
均
価
格
は
２ 

０
１
６
年
か
ら
２
０
２
０
年
に
か
け
て

上
昇
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
人
口
だ
け

で
は
不
動
産
の
価
格
は
決
ま
っ
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

国
土
交
通
省
の
不
動
産
鑑
定
評
価
基

準
に
よ
れ
ば
、
不
動
産
の
価
格
を
形
成

す
る
要
因
は
、
一
般
的
要
因
、
地
域
要

因
、
個
別
的
要
因
の
3
つ
が
あ
り
、
さ

ら
に
一
般
的
要
因
は
自
然
的
要
因
、
社

会
的
要
因
、
経
済
的
要
因
、
行
政
的
要

因
の
4
つ
に
分
か
れ
て
い
る
。
人
口
は

一
般
的
要
因
の
う
ち
、
社
会
的
要
因
の

1
項
目
に
す
ぎ
ず
、
数
あ
る
価
格
形
成

要
因
の
一
つ
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
た
め
、

東
京
都
の
人
口
が
減
っ
た
か
ら
と
い
っ

て
、
す
ぐ
さ
ま
売
買
や
賃
貸
に
影
響
が

出
る
と
は
言
い
切
れ
な
い
の
だ
。

し
か
し
、
東
京
都
の
人
口
減
少
と
あ

わ
せ
て
気
に
な
る
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
る
。

そ
れ
は
２
０
２
2
年
に
入
っ
て
か
ら
住

宅
ロ
ー
ン
の
金
利
が
上
昇
基
調
に
変
化

し
て
き
た
と
い
う
こ
と
だ
。
住
宅
ロ
ー

ン
の
低
金
利
は
、
不
動
産
価
格
上
昇
の

主
た
る
要
因
と
な
っ
て
き
た
。
日
銀
は

超
低
金
利
政
策
を
貫
い
て
き
た
が
、
海

外
の
中
央
銀
行
が
利
上
げ
に
踏
み
切
っ

て
い
る
流
れ
を
受
け
、
金
利
を
上
げ
ざ

る
を
得
な
い
状
況
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

そ
の
た
め
、
東
京
都
の
人
口
減
少
に
住

広
め
の
間
取
り
を
求
め
た
こ
と
で
転
出

者
が
増
え
た
。
テ
レ
ワ
ー
ク
と
い
っ
て

も
、
完
全
に
リ
モ
ー
ト
で
完
結
す
る
企

業
は
少
な
く
、
月
に
数
回
の
出
社
が
求

め
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
そ
の
た
め
、

東
京
か
ら
の
転
出
と
い
っ
て
も
首
都
圏

の
通
勤
圏
内
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
ケ
ー

ス
が
多
く
、「
部
屋
数
の
確
保
」と「
た
ま

に
あ
る
通
勤
」の
2
つ
が
両
立
す
る
よ

う
な
エ
リ
ア
に
人
が
動
い
て
い
る
と
い

え
る
。

少
し
広
い
範
囲
で
東
京
を
メ
ガ
シ
テ

ィ
の「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
」と
し
て
捉
え
る
と
、

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
に
は
近
郊
３
県
を
含
み

３
０
０
０
万
人
以
上
の
人
が
暮
ら
し
て

い
る
。
メ
ガ
シ
テ
ィ
と
は
、
主
に
都
市

圏
人
口
が
１
０
０
０
万
人
以
上
の
都
市

部
を
指
し
、
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
は
世
界
最
大

の
メ
ガ
シ
テ
ィ
と
さ
れ
て
い
る
。
東
京

都
と
い
う
の
は
人
が
作
っ
た
行
政
上
の

境
界
で
あ
り
、
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
の
自
然
に

生
ま
れ
た
境
界
と
は
異
な
る
。

テ
レ
ワ
ー
ク
の
普
及
に
よ
っ
て「
東

京
の
人
口
が
減
っ
た
」と
い
う
よ
り
は
、

「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
で
部
屋
数
の
ニ
ー
ズ
が

増
え
た
」と
捉
え
た
方
が
実
態
に
近
い

か
も
し
れ
な
い
。「
部
屋
数
と
価
格
」の

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
物
件
が
、
た
ま
た

ま
東
京
都
の
行
政
上
の
境
界
の
外
に
存

在
し
て
い
た
た
め
、
東
京
都
か
ら
は
転

出
し
た
人
は
多
い
が
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
か
ら

転
出
し
た
人
は
少
な
い
と
い
え
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
外
国

人
の
入
国
制
限
が
行
わ
れ
た
こ
と
で
、

外
国
人
が
減
っ
た
こ
と
も
東
京
都
の
人

口
減
少
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
２
０
２ 

１
年
に
お
け
る「
社
会
増
減
」と「
自
然

増
減
」以
外
の
要
因
で
あ
る「
そ
の
他
」

は
２
万
１
８
０
７
人
減
少
し
た
。「
そ
の

他
」の
内
訳
は
、
日
本
人
が
２
９
７
９

不動産鑑定士
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東京都の人口減少には4つの要因が考えられる

住宅ローンの金利の推移によっては、今後の不動産価格は楽観視できない状況と思われる

宅
ロ
ー
ン
の
価
格
上
昇
が
加
わ
る
こ
と

で
、
不
動
産
価
格
が
下
が
る
と
い
う
こ

と
は
予
想
で
き
な
く
も
な
い
。
不
動
産

価
格
が
下
落
す
る
材
料
は
揃
い
つ
つ
あ

る
と
い
え
る
。

項目 2021年 2020年 差

社会増減 3,897人 29,618人 ▲25,721人

自然増減 ▲30,682人 ▲18,537人 ▲12,145人

その他 ▲21,807人 ▲2,481人 ▲19,326人

合計 ▲48,592人 8,600人 ▲57,192人

首
都
圏  

街
ラ
ン
キ
ン
グ

 

街
選
び
デ
ー
タ
マ
ッ
プ

 

街
・
家
選
び
、
そ
の
前
に
絶
対
に
知
っ
て
お
き
た
い
話

東京都の人口　出典：東京都

新型コロナウイルスの感染拡大により、一部の企業ではテレワークが
定着した
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